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研究概要

（社会活動 特許等取得状況 産学連携・技術移転の対応等）社会貢献等

今後の展望

（特徴と強み等）教育・研究活動の紹介

学習者の主体性な取り組みを重視し，学習者一人ひとりに合っ
た運動技能をより効果的にボトムアップトップで身に着けさせる
ことを可能にするための運動の学習・指導方法の研究をしていま
す．右図は，機械学習を応用し考案した感覚経験型指導法（松浦
ほか，2018; 2021）の概略図です．自身の競技経験と指導経験
から，理想的なやり方を繰り返し練習するだけでは，個々人に合
う・合わないという問題だけでなく，応用力や適応力も身に付か
ないことを身に染みて痛感しました．それを乗り越えるものとし
て，学習過程に様々な運動の経験をすることの重要性を実感し，
感覚経験型（ボトムアップ型）の考え方に辿り着きました．色々
な意味での“あそび”が重要であると考えています．
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教育活動では，講義科目であっても学生自身の実際の体験，思考を通して学ぶことができるように工夫してい
ます．研究室の活動では，学生の興味を大切にして，幅広い視点から共に学びを深めることができるように意識
して活動を行っています．

今後の展望は，ICTと個別経験データを活用した学習者のセル
フメイド型運動指導法の開発です．学習者自身の個別経験データ
×ICTを活用して，学習者の学習プロセスや特性に関する情報な
どを機械学習によって分析し，学習者の特性に応じた指導方法を
検討，ICT教材化していきたいと考えています（右図）．
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